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Ａ．研究目的 
 高精度放射線治療は低侵襲で安全に高

線量を投与できる照射法として期待され

ている。本邦での施行状況を把握すると共

に、高精度放射線治療の質の管理体制を把

握する。 

 
Ｂ．研究方法 
 訪問調査を行い各施設の高精度放射線

治療の実体と質の管理の状況を調査する。

また、がん拠点病院での高精度放射線治療

の施行状況を調べ問題点を明らかにする。 
（倫理面への配慮） 
本研究では患者への介入は行わず、患者

個人の属性に関する情報も取り扱わない。 

 
Ｃ．研究結果 
 訪問照射は現在進行中でデータ収集を

行っている。がん拠点病院の現状調査では

地域がん拠点病院での施行率が特に低く、

放射線治療医や医学物理士の不足が影響

していた。 

 
Ｄ． 考察 

 高精度放射線治療の普及はいまだ不十

分であり、放射線治療医や医学物理士、品

質管理士の育成が重要と思われた。頭頸部

腫瘍に対する強度変調放射線治療（IMRT）
の普及率は特に低く、本邦の抱える大きな

課題と考えられた。 

 
Ｅ． 結論 
 高精度放射線治療の施行率はいまだ低

く、放射線治療医や医学物理士の育成が重

要と考えられた。 
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